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日越大学でのインターンシップ報告
―ベトナムにおける社会人学生への
　　　　　　　　大学院教育の現状について―
半田　朋之（法政大学学務部教学企画課）
書評・紹介
１.　はじめに
本レポートは、職員のSD（スタッフ・ディ
ベロップメント）の一環で実施されたベトナム
の日越大学での２週間のインターンシップの成
果をまとめたものである。なお、インターン
シップの中で、「ベトナムにおける社会人学生1
への大学院教育の現状について」把握すること
を調査テーマに掲げ、日越大学の学生や日越大
学をはじめとしたベトナムの大学の教職員にイ
ンタビュー調査を行ったので、その成果につい
ても触れたい。
２．日越大学の概要
日越大学はベトナム政府と日本政府の協力
の下、2016年度９月に設立され、2018年10月現
在修士課程７コース（公共政策、ナノテクノロ
ジー、地域研究、社会基盤、環境工学、企業管
理、気候変動・開発）で運営されている。なお、
大学の運営に際しては、日本政府、JICAが支
援をしていることに加え、各コースの運営に際
して、東京大学等の日本の大学が幹事校として
関わっている。
教育の特徴として、①授業は英語で実施、
必須科目として日本語教育を実施する他、日本
文化・ビジネス慣習への理解を高めるカリキュ
ラムを整備していること、②２年次におけるイ
ンターンシップを実施すること、③問題解決型、
参加型学習に重きをおいた教育を実践すること
の３点が挙げられる。
３．日越大学での職員インターンシップ
インターンシップでは、2018年8月29日～ 9
月11日の２週間、教務課での業務体験、各種イ
ベント行事の見学を行った。また、調査テーマ
を定めたうえで、日越大学をはじめとしたベト
ナムの大学の学生や教職員へのインタビューを
行った。各日のスケジュールは下記の表１のと
おり。
表１　インターンシップのスケジュール
日　程 業　務　内　容
8月29日（水） ・ベトナム入国・日越大学キャンパス見学
8月30日（木） ・日越大学スタッフ研修への参加@ニンビン　－日越大学の将来構想、ビジネススキル等のセミナー実施
8月31日（金） ・修士2年生への日本でのインターンシップに関する説明会見学・日越大学学生へのインタビュー
9月3日（月） （建国記念日のため祝日）
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４．調査テーマの設定と目的
⑴ 調査テーマの設定
著者は2010 ～ 2014年にかけて大学院事務部
大学院課に所属し、文系大学院の入試・広報を
担当していたが、文系研究科（修士課程）では
社会人学生の受け入れが多かった（2018年度入
試の入学者のうち社会人学生は44.4%2）ことも
あり、その理由の解明やさらなる受け入れ拡大
のための広報促進や教育プログラムの検討を積
極的に行っていた。社会人学生への大学院教育
に強い関心をもっていたことから、上述のテー
マを設定した。
⑵ 目的
日本では18歳人口が減少する中、文部科学
省をはじめ、多くの高等教育機関において社会
人の受け入れ拡大を目指している。ただ、大学、
大学院、短期大学の正規課程の社会人入学者数
は2008年の1.9万人をピークに微減（2017年は
1.7万人）、また全学生のうちの割合が10%未満
といった状況である3。社会人の受け入れを拡
大するための取組みとして、履修証明プログラ
ムの設置、教育訓練給付金の充実、オンライン
講座の提供等の取組みが行われているが、ベト
ナムにおける社会人学生への大学院教育の現状
や取組みを把握することで、さらなる促進に役
立てたい。
５．調査概要
⑴ インタビュー概要
ａ．調査対象者
　日越大学学生　18名
　日越大学教務課職員　２名
　他大学教員　２名
　計　22名
ｂ．調査方法
　学　生：質問紙を用いた直接インタビュー
　教職員：フリーでのインタビュー
　一人20 ～ 30分程度
9月4日（火） ・ハノイ国家大学ハノイ校人文社会科学大学（副学長）にインタビュー・日越大学教職員にインタビュー
9月5日（水） ・ハノイ国家大学ハノイ校経済大学（教務部長）にインタビュー・日越大学教務課の業務体験
9月6日（木）
・新入生オリエンテーション見学（3日間）
・新入生にインタビュー9月7日（金）
9月8日（土）
9月10日（月）
・入学式見学
・日越大学副学長、教職員に「日本の高等教育の現状」「インターンシップの振り返り」
をプレゼンテーション
9月11日（火） 帰国
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⑵ 日越大学の学生へのインタビュー
【インタビュー対象】
・学生18名のプログラムの内訳は下記のとおり。
公共政策5名、ナノテクノロジー2名、地域研究1名※、社会基盤4名、
環境工学2名、企業管理4名
　　　※地域研究・日本語コースを選択している学生であった。
・フルタイムで働きながら学んでいるのは１名のみであった。
・大半がベトナム国籍だが、うち2名はマレーシアからの留学生である。
【インタビュー内容・結果】
Q１.大学院で学ぶ目的（複数回答可）
　・専門知識の修得（12名）
　・よりよい仕事を得るため（半数）、博士号の修得を目指すため（2名）
　・日本の経営について学びたい（2名）、日本の文化に興味がある（2名）
Q２.大学院の中で日越大学を選んだ理由（複数回答可）
　・奨学金が魅力的（16名）
　・日本でのインターンシップが魅力的（8名）
　・日本の文化や日本語を学びたい（5名）
　・日本の有力大学の教授による授業が魅力的（3名）
　・キャンパスのロケーション、授業でのアクティビティが魅力的（１名ずつ）
Q３.大学院で得たもの、修了後の展望（複数回答可）
　・専門的な知識（15名）
　・研究スキル、プレゼンテーションスキル（5名）
　・博士号を取得したい（3名）、日本で働きたい（2名）、前よりもいい職を得たい（2名）
Q４.学費をどのように工面しているか
　（2年間で約3,300ドルで、日本でのインターンシップはJICAが負担）
　・アルバイトでの給料やこれまでの貯金を学費に充てているという話しもあったが、ほとんどの学生が奨学金
（JICAが負担している）を受給しており、それで工面していた。中には全額免除の学生もいた。
Q５.１週間のスケジュール、学習時間
　・多くの学生が週3～4日で各日3、4コマ履修しているとのこと。準備や復習のため、8時～17時くらいま
で学校にいることが多いとのこと。
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⑷ 考察
ａ． 2016年にベトナムを訪問した際、高校
や日本語学校の教員、受験生や保護者と
話す機会があったが、ほとんどが奨学金
のことを話題に挙げていた。今回もイン
タビューの中で奨学金が魅力といった声
が多かったため（セメスターごとに、約８
割の学生が、授業料の全額または50%の奨
学金を日越大学または日本企業から受給
できている）、ベトナムから学生を受け入
れるうえで奨学金は非常に重要であると
いえる。
ｂ． 日本では新卒一括採用が主流である
が、ベトナムでは通年採用が行われてお
り、実際に大学卒業後すぐに就職をしな
いケース（将来について考えたり、大学
院に進学する）や正規雇用の仕事を辞め
て学ぶケースも見られた。そのため、仕
事に活かせるプログラムや、修士号・博
士号の取得は一定のニーズがあるといえ
⑶ ベトナムの大学関係者へのインタビュー
【インタビュー対象】
日越大学（教務課長）DinhQuangHung氏
日越大学（教務課・広報担当）NgoThiDucLuu氏
【インタビュー内容】
・日越大学（修士課程のみ）を修了するためには、2年間在籍し、64単位修得する必要がある。
・夜間コースは設けておらず、必修科目が平日の昼間に開講されていること、2年次にインターンシップがあるこ
とから、フルタイムで働きながら日越大学で学ぶのは難しい。ただ、大半の学生がパートタイム等で働いている。
・学生に進路希望調査をしたところ、日本で働きたい、ベトナムの日系企業で働きたい学生が一定数いる。
・ベトナム人が大学を選ぶうえで奨学金は重要で、JICAの協力で給付している奨学金は日越大学の特徴の一つで
ある。
【インタビュー対象】
ハノイ国家大学ハノイ校人文社会科学大学（副学長）TuanA.Hoang氏
【インタビュー内容】
・夜間コースを設けており、平日夜間（17：30～20：30）、金曜（昼～20：30）、土日（終日）に授業を開講し
ている。
・毎年400～500名が修士課程に入学するが。約8割が社会人学生である。
・30あるプログラムのうち、JournalismとTourismが社会人に人気である。
・仕事で必要な知識の修得、昇進や転職、学位を取得したい、教員になりたいといった理由で学ぶ学生が多い。
・学費は修士課程2年間で1,200ドル、奨学金はほとんどない。
【インタビュー対象】
ハノイ国家大学ハノイ校経済大学（教務部長）NguyenAnbTuan
【インタビュー内容】
・ハノイ国家大学ハノイ校では、教員の約 8割が博士の学位をもっており、ベトナムで最先端の研究が可能である
（他の大学では約 5割程度）。
・学生が大学院で学ぶ理由、開講形態は、同大学のメンバー校であるため、ほとんど同じであった。
※その他、日越大学の教員（JICA専門家）２名にインタビューしたが、ここでは割愛。
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る。
ｃ． 本学では2016年にベトナム政府165プ
ログラム研修（公務員の職員研修で日本
の経営、法律、観光等の講義を実施）を
受け入れた実績があるが、日越大学では、
日本文化や日本式の経営について興味を
持っている学生がいたため、短期での受
け入れプログラムを実施することが考え
られる。
６．振り返り
インターンシップの中で、日越大学の副学
長、教職員等に「日本の高等教育の現状」につ
いてプレゼンテーションを行った、内容は、18
歳人口が減少する中での社会人学生や留学生の
受け入れ拡大、学修の質保証について触れた。
プレゼンテーションの後、指導教員あたりの学
生規模の在り方、日本の就職活動の実態等につ
いて意見交換を行った。
グローバル化の影響により本学でも留学生
の受け入れ拡大、英語学位プログラムの設置な
どが進む中で、英語による研修を受けられたこ
と、海外大学の運営や戦略を学べたことはとて
も貴重な経験となったので、今後の職員人生に
活かしていきたい。
1　社会人学生とは、正規雇用でフルタイム働きながら大学等の正規課程に在籍している社会人のことをいう。
2　入試経路「社会人入試」で入学した者を社会人学生として算出。
3　文部科学省将来構想部会第23回資料１－３「今後の社会人受入れの規模の在り方について」より抜粋（2018年7
月5日開催）。
